
わたしたちの   乳  しぼり 事例③ 

飼養形態 繋ぎ飼い（ニューヨークタイストール）   

搾乳牛頭数 46頭(経産牛頭数) 

農場の特徴 

平成23年に新規参入した農場。 
平成26年度管内乳質改善共励会では個人の部で表彰されている。乳牛をよく観察して飼養管
理の基本を忠実に守っており、牛は健康で生産性が高い。 
牛床と牛体の衛生管理は素晴らしく、就農以来、良質な生乳生産を続けている。 

特に注意している点 

牛体をきれいに保つこと。充分な採食量を確保すること。健康に飼うこと。 

モチベーションアップのためのアイデア 

大変でも、もうひとがんばりすれば、牛が応えてくれる。 

※リニアスコア２以下：本当に乳房炎ではない牛の割合 目標は70%以上 

健康のポイント：採食量を充分に確保する 

頻繁なエサ寄せで、 
目の前にいつでもエサがある 

たくさん食べたから 
腹の左側がはってるよ！ 

１ いつでもエサが食べられる状態の飼槽 
２ 水が飲みたい時に飲みたいだけ飲めるｳｵｰﾀｰｶｯﾌﾟ 
３ スムーズに寝起きができるベッド 

この条件がそろうと、乳牛は食べたい時に食べ、 
休みたい時に寝て反芻するようになります。 

乳検（2015年10月：乳成分は年平均） 

おなかいっぱい！ 

農場の生産データ 

延長した牛床と柔らかいマットレス キレイな水がたくさん飲める 

乳量 乳脂肪率 乳蛋白質率 無脂固形分率 分娩間隔 

kg % % % 日 

12,851 4.01 3.38 8.91 399 

体細胞数 6.9万/ml リニアスコア：1.2 リニアスコア２以下割合※：85％ 
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乳質向上のポイント：牛床・牛体をきれいに管理 

処理室もきれいです 

〈立ち位置を調整するバー〉 
牛床の前方に立つと牛床を汚すため設置。 
このバーがあると、遠くのエサに届きにく
くなるため、エサ寄せは欠かしません！ 

〈カウトレーナー〉 
排尿姿勢をコントロールして、尿が尿溝に落ちるように。 
牛床に斜めに立たないようにチェーンを垂らしている牛床もあり
ます。 

搾乳ツールは洗って乾燥させます 清潔感のあるシンク周り 素敵な棚使い 
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